
自身は外国語医療通訳者団体である「医療通

訳研究会（MEDINT)」所属で、今回初めて「健康

と医療について語り合う会」に参加させていた

だきました。

麻疹の世界的流行、風疹急増がニュースとな

る昨今、とてもタイムリーなテーマであり、講

師の鷲尾先生の分かりやすい説明とスライドで

基礎知識の再確認ができました。感染を防ぐに

は集団での予防が非常に重要であることを学び、

また個人的には麻疹も風疹もいずれも予防接種

を受けていない年齢で、風疹の抗体検査を受け

なければと強く決意した次第です（早速、家で

過去の郵便物をチェックすると未開封の神戸市

からのクーポン券を発見しました…）。

会の雰囲気はとても明るく、質疑応答も活発

で、参加者の勉強への強い関心と熱意を感じま

した。医療知識は常に更新が求められるものなの
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神戸支部は７月25日、あすてっぷ神戸で健康と医療について語り合う会を開催した。これは聴

覚障害者らが医療や健康についての情報を学ぼうと定期的に開催する「聴覚障害者の医療を考え

る会（いのちを考える会）」の講師派遣の要請に応えているもの。中央区・わしおこども医院の

鷲尾隆太先生が「麻疹・風疹」と題して講演し、市民、聴覚障害者の方を中心に42人が参加した。

参加者の感想文を紹介する。
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で、医療通訳研究会でも定期的に勉強会を開催し

ています。今回の会で（私たちの会と）大きく違

う点、また羨ましいなと思ったことは、通訳者だ

けではなく、通訳を受ける対象の方も一緒に勉強

会に参加しているところです。

私はスペイン語通訳で手話は全く分かりません

が、スムーズな通訳者の交替や、訳出が終わって

いないときの発話者に出す合図のタイミング等、

見ているだけでも非常に勉強になりました。機会

があればまた参加させていただきたいですし、何

かの形で今後連携できることがあれば考えていき

たいと思います。

【医療通訳研究会（MEDINT）スペイン語通訳

遊川 章宏】
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須磨区社会保障推進協議会が第16回総会・記念講演を開催

加藤支部幹事が会長に再選

憲法通りの政治を実現するために
奮闘しよう

神戸支部が参加する須磨区社会保障推進協議会

須磨社保協は９月14日、いたやどクリニックの３

階会議室で第16回総会を開催し、20人が参加した。

総会では、この間の情勢や須磨社保協の取り組み

の報告を行い、国保相談会を行うなどとする総会

議案を議決した。

加藤擁一支部幹事が会長に再選され、「参議院

選挙では、安倍政権の自公与党は改憲発議に必要

な、３分の２を割り込む結果となった。一方、立

憲民主党、共産党など４野党・１会派は、32の全

１人区で共闘を行い、10議席を獲得し、改選から

８議席増やした。この結果は、改憲と、暮らしを

破壊する安倍政権に対する、国民の強い怒りの現

れだ。それにも関わらず、安倍政権は来年度以降

には、後期高齢者の窓口負担や介護保険利用料の

２割化などの改悪をもくろんでいる。私たちの社

保協運動を強め、多くの国民と連帯し、憲法を守

り、憲法通りの政治を実現するよう、奮闘しよう」

とのメッセージを寄せた。

記念講演では「どうなる私たちのくらしと民法

改正・相続」と題して神戸合同法律事務所の太田

悠記弁護士が今年の１月から変更になった相続に

関するルールについて講演し、太田先生は「どの

部分が変更になったのか知識を得ておくことが大

切」とした。

記念講演では相続の変更点について学んだ

日常診療に関わることや、主張、趣味のお話などを協会までお寄せください。
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神戸支部担当・前川まで

支部ニュースへの投稿を募集しています

神戸支部が６月22日に開催した職員接遇研修会

「これだけは押さえたい患者接遇の基本～クレー

ム対応も含めて～」で、参加者からアンケートで

講師に寄せられた質問について、講師の榊原陽子

先生に回答いただいた一部を抜粋し、紹介する。

１.待ち時間が長く、イライラされてい

るときの対応

待ち時間に関しては、あとどれだけ待てばいい

のか？がわかるだけでも、その負担は軽減されま

す。不満はなくなるわけではないと思いますが、

ご立腹は防げると思います。大変だとは思います

が、待ち時間が長くなっている方をできる限り把

握し、こまめにお声かけをされるとよいかと思い

ます。

２.騒がしくしているお子様への対応、

お子様との話の終わらせ方

周りの患者様は、スタッフが子どもを注意して

くれるのを待っている方もいらっしゃいます。ずっ

と話しかけられてしまったり、子守代わりを期待

されても、困るのはごもっともです。

ひとことふたこと、お話を聞いたら「きちんと

待っていることができて、すごいね。（と、ほめ

て）、私もずっとお話していたいんだけど、次の

患者さんの準備もあるので、申し訳ないけれど失

礼しますね。（とお子さまに対しても丁寧に率直

に伝える）」とよいと思います。

３.患者様との話の切り上げ方

確かに解決策のない話を聞き続けることは、

簡単なことではありません。どこで話を切るか

の基準ですが、一般的には30分という区切りが

ございます。30分、こちらが真摯にお話をお聞

きすれば、「お

気持ちはよくわ

かりました。ま

た改めて、今後

の対応策につい

て、ご回答いた

します」といえ

ば、収まること

が多いです。あ

る程度、話が終わっていないのに、区切ろうと

すると、かえって話がこじれてさらに延長して

しまうこともあります。

どうしても、短時間で区切らなければならな

いときは、５分でもよいので、しっかりお話を

お聞きした上で、「申し訳ございません。本日

は次の予定があるので、ゆっくりお話を聞くこ

とができません。もしよろしければ、改めてお

時間をお取りしましょうか」と提案してみるの

も手かもしれません。

患者様の主張が、ひと段落していれば、後日

のアポイントはいらないとおっしゃる可能性は

高いと思います。

４.クレーム対応について

クレームに対しては、本当にいろいろなケー

スがありますので、難しい問題です。今後、ク

レームに絞り込んだ研修会などがあれば、そう

いうものに参加されるのも手ですし、クレーム

対応の書籍もたくさん出版されているのでそち

らを参考になさるのもよいかと思います。

ただ、クレーム対応は傾聴し、相手の立場に

立った誠実な対応、スピーディな対応といった

原則を守っていけば、大きな問題にならないケー

スが多いので、初めての事例であっても落ち着

いて、原則通り対応してみてくださいね。
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接遇研修会で寄せられた質問に対する

榊原陽子先生からのアドバイス

講師を務めた榊原陽子先生


